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す
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再
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主
意
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ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
対
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
ガ
ン
や
中
皮
腫
な
ど
の
健
康
被
害
は
拡
大
し
続
け
、
日
ご
と
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
先
日
発
表

さ
れ
た
人
口
動
態
調
査
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡
者
は
統
計
を
取
り
始
め
た
一
九
九
五
年
以
来
、
約
二
倍
の

九
百
五
十
三
人
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
政
府
は
九
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、

労
災
補
償
の
対
象
者
以
外
の
一
般
住
民
を
含
む
被
害
者
も
「
隙
間
な
く
」
救
済
す
る
た
め
の
ア
ス
ベ
ス
ト
新
法
の
概
要

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
基
本
的
枠
組
み
」
（
以
下
、
基
本
的
枠
組
み
）

を
発
表
し
た
が
、
す
べ
て
の

被
害
者
が
救
済
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

基
本
的
枠
組
み
で
は
、
一
般
住
民
被
害
者
へ
の
給
付
金
と
し
て
、
「
自
己
負
担
分
の
医
療
費
の
支
給
・
療
養
手
当
・

遺
族
一
時
金
・
葬
祭
料
の
給
付
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
労
災
補
償
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
の
労
働
者
に
は
、
「
労
災
補
償
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同
じ
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で

あ
り
な
が
ら
給
付
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
基
本
的
枠
組
み
の
目
的
が
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
者
を
隙
間
な
く
救

済
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
で
あ
る
以
上
、
一
般
住
民
の
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
者
に
も
労
災
補
償
に
準
じ
た
補
償

一



を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
二
）

基
本
的
枠
組
み
で
は
、
被
害
者
へ
の
給
付
金
の
財
源
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
連
す
る
事
業
者
か
ら
負
担
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
者
の
中
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
の
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
鉄
鋼
・
造
船
・
自
動

車
・
石
油
化
学
・
建
設
業
界
な
ど
の
大
口
ユ
ー
ザ
ー
も
含
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
三
）

給
付
金
の
財
源
に
基
金
を
創
設
し
、
公
費
負
担
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
深
刻
な
健
康
被
害
の
発
生
の
責
任
は
地
方
自
治
体
に
は
な
く
、
地
方
自
治
体
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
の
は
適
当
で
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
四
）

報
道
に
よ
れ
ば
、
環
境
省
の
推
計
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
に
よ
る
中
皮
腫
の
発
症
者
数
は
約
五
万
人
、
肺
ガ
ン
の

発
症
者
数
は
約
三
万
五
千
人
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
環
境
省
の
推
計
で
、
過
去
の
死
亡
者
数
と
は
別
に
二
〇
一
〇

年
ま
で
に
中
皮
腫
だ
け
で
六
千
人
、
肺
ガ
ン
と
合
わ
せ
れ
ば
最
大
で
一
万
五
千
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
報
道
も
あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
者
数
は
、
過
去
の
分
も
含
め
て
ど
れ
だ
け
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
算
出
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

（
五
）

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
疾
患
は
三
十
年
〜
四
十
年
を
経
て
発
病
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

二



る
被
害
者
数
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
健
康
診
断
を
実
施
し
将
来
発
病
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
を
継
続
的
に
追
跡
調
査

で
き
る
態
勢
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
枠
組
み
に
は
健
康
診
断
の
項
目
が
な
い
。
新
法
に
は
健
康
診
断
の

実
施
と
、
そ
の
結
果
発
病
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
健
康
管
理
手
帳
を
交
付
し
、
登
録
制
度
を
設
け
る
な
ど
診
断
か
ら

治
療
ま
で
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
含
ま
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
六
）

ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
の
履
歴
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
に
は
高
い
精
度
の
健
康
診
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
な
ど
を
含
む
健
康
診
断
に
要
す
る
約
二
万
円
の
負
担
を
個
人
に
求
め
る
こ
と
は
国
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で

あ
る
。
兵
庫
県
尼
崎
市
や
佐
賀
県
鳥
栖
市
で
は
、
市
単
独
予
算
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
事
業
所
周
辺
の
住
民
を
対
象
に

健
康
診
断
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
尼
崎
市
、
鳥
栖
市
、
奈
良
県
王
寺
町
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
連
す
る
事
業
所
と
そ

の
周
辺
な
ど
、
危
険
性
の
高
い
地
域
の
住
民
に
は
国
の
特
別
の
手
だ
て
が
必
要
で
あ
る
。
国
が
検
診
費
用
を
負
担
し
、

さ
ら
に
検
診
の
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
七
）

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
専
門
医
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
ガ
ン
の
死
亡
者
は
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡
者
の

十
倍
に
も
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
昨
年
ま
で
の
累
計
で
労
災
認
定
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
ガ
ン
の
患
者
数
は
三
百
五

十
三
人
で
、
中
皮
腫
の
認
定
数
が
四
百
九
十
五
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
の
要
因
の
一
つ

三



に
は
、
医
師
の
診
断
の
際
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
の
履
歴
な
ど
が
調
べ
ら
れ
ず
、
喫
煙
歴
だ
け
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
連
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
一
般
住
民
の
肺
ガ
ン
患
者
の
中

に
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
が
原
因
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ス
ベ
ス
ト
と
の
関
連
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。
肺
ガ
ン
患
者
の
う
ち
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
に
よ
る
被
害
者
が
見
落
と
さ
れ
、
救
済
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
健
康
診
断
の
結
果
、
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
の
有
力
な
証
拠
で
あ
る
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
が
認
め
ら
れ

た
肺
ガ
ン
患
者
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
者
と
み
な
し
、
急
い
で
救
済
の
対
象
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
八
）

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
に
対
し
、
適
切
な
診
断
と
治
療
が
で
き
る
医
師
や
医
療
機
関
は
全
国
的
に
少
な
い
。
国
は
本

年
九
月
、
二
十
二
の
労
災
病
院
に
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
う
ち
七
機
関
を
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

と
位
置
づ
け
て
他
の
医
療
機
関
へ
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
セ
ン
タ
ー
へ
の
医
師

な
ど
の
職
員
配
置
は
ど
う
な
っ
て
お
り
、
医
療
機
関
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
九
）

労
災
認
定
の
迅
速
化
と
適
正
化
を
図
る
た
め
、
本
年
七
月
に
厚
生
労
働
省
は
「
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
係
る
事
務
処
理

の
迅
速
化
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
を
各
都
道
府
県
労
働
局
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
通
達
に
よ
り
、
労
災
認
定
の
事

四



務
処
理
は
ど
の
程
度
迅
速
化
さ
れ
た
か
。
通
達
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
人
員
の
増
加
な
ど
体
制
の
強
化
が

不
可
欠
で
は
な
い
か
。

（
十
）

日
本
の
ア
ス
ベ
ス
ト
産
業
の
隆
盛
は
、
戦
前
の
陸
海
軍
の
需
要
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
史
料
な
ど
に
見
ら
れ

る
。
艦
船
な
ど
に
ど
れ
だ
け
の
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

た
か
。

右
質
問
す
る
。

五


